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～ 大自然まるごと市 ～ 
　ショッピングセンターアスモ内で、今年から毎週
木曜日に開催されている「大自然まるごと市」。町
内の農家による直売の場として人気があります。立
ち寄った６月１９日も、多くのかたが朝採りの新鮮な
野菜や花、キノコなどを買い求めていました。 

シ
リ
ー
ズ

○ 散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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山
形
・
新
潟
両
県
の
観
光
関
係
者

や
有
識
者
で
組
織
す
る
越
後
米
沢
街

道
十
三
峠
交
流
会（
井
上
俊
雄
会
長
・

飯
豊
町
）
主
催
の
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
、
六
月
七
日
〜
八
日
、
当

町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
三
十
四
人

は
、
大
里
峠
、
萱
野
峠
な
ど
を
越
え

て
、
健
康
の
森
で
一
泊
。
翌
日
は
、

黒
沢
峠
と
宇
津
峠
を
踏
破
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
郷
土
料
理
な
ど
も
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
峠
歩
き
を
と
お
し

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
峠
の
活
用
や

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�������	
�
������

　

五
月
二
十
八
日
、
小
国
地
区
ふ
れ
愛

募
金
会
（
小
野
精
一
会
長
）
に
よ
る
第

九
回
贈
呈
式
が
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
愛
募
金
は
、
東
北
労
働
金
庫
の

預
金
者
利
息
の
一
部
を
福
祉
施
設
に
贈

る
も
の
で
、
今
回
は
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
に
、
家
電
製
品
を

贈
呈
。
本
間
義
信
施
設
長
は
、「
い
き
い

き
と
個
性
を
発
揮
で
き
る
場
づ
く
り
に

努
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

5/28

6/7～8
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　６月２０日、町観光協会（土屋
民男会長）主催のハンギングバ
スケット講習会がアスモで開催
されました。ハンギングバス
ケットは、壁に掛ける寄せ植え
のことで、家の壁や玄関に彩り
を添えるものです。
　講習会には２０人が参加し、講
師の指導を受けながら、実際に
寄せ植えに挑戦。それぞれお気
に入りの花を選んで、自分だけ
の作品を完成させていました。
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六
月
一
日
、
町
民
広
場
を
主
会
場

に
、
小
国
町
消
防
演
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
演
習
に
は
、
本
部
分
団
と

第
一
〜
第
八
分
団
ま
で
の
消
防
団
員

約
三
百
人
に
加
え
て
、
コ
バ
レ
ン
ト

マ
テ
リ
ア
ル
特
設
消
防
隊
が
参
加
。

そ
れ
ぞ
れ
真
剣
な
表
情
で
、
放
水
訓

練
な
ど
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
す
み
れ
保
育
園

の
鼓
笛
隊
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
役
場
周
辺
で

は
小
国
中
学
校
と
小
国
高
校
の
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
に
合
わ
せ
て
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
集
っ
た
観
衆
か
ら

は
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

6/20
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　本町で独自に進めている
小中高一貫教育の中の国際
部会では、外国人指導助手
や自作の副読本を効果的に
活用して、英会話力の向上
を図る授業づくり、小学校
教員の指導力強化を図る英
会話研修会、国際指導力向
上研修会を実施しています。
　今年度の英会話研修会で
は、相模原市立二本松小学
校の高橋喜美先生と小国高
校のジェシー・ワトソン先
生、小国小学校の５年１組
のみなさんによる模擬授業
を参観し、その後二本松小
学校の取り組みをご紹介い
ただきました。授業での自
己紹介ゲームや���������
ゲームなどをとおして、初
対面にもかかわらず、英語
を使って生き生きと活動す
る児童たちの姿に、コミュ
ニケーション能力の確実な
高まりを実感することがで
きました。今後の取り組み
に多くの示唆をいただいた
研修会でした。

小中高一貫教育
国際部会長　木村　功　氏

（沖庭小学校　教頭）
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近
年
、「
食
」
に
関
し
て
は
、

栄
養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
、

肥
満
と
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

安
全
性
や
食
糧
自
給
率
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
内
農
業
の

衰
勢
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

「
食
」
の
多
様
な
地
域
性
や
、

豊
か
な
伝
統
の
味
が
失
わ
れ
る

危
機
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
て
、平
成
十
七
年
に「
食

育
基
本
法
」
を
定
め
、
食
育
を
、

生
き
て
い
く
う
え
で
の
基
本
的

な
教
養
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ま

し
た
。
特
に
、
子
ど
も
に
対
す

る
食
育
に
つ
い
て
は
、「
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
の
基
礎
」

と
し
た
認
識
に
た
っ
て
、
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
で
は
、
食
育
基
本
法

を
受
け
て
「
夢
未
来
や
ま
が
た

農
作
物
の
生
産
現
場
と
、
私
た
ち
の
日
常
が
遠
ざ
か
る
に
つ

　

農
作
物
の
生
産
現
場
と
、
私
た
ち
の
日
常
が
遠
ざ
か
る
に
つ
れれ

て
、
食
に
関
す
る
安
全
・
安
心
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

て
、
食
に
関
す
る
安
全
・
安
心
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
まま

た
一
方
で
、
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
輸
入
穀
物
の
高
騰

た
一
方
で
、
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
輸
入
穀
物
の
高
騰
にに

伴
っ
て
、
国
産
食
材
や
、
伝
統
の
食
文
化
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ

伴
っ
て
、
国
産
食
材
や
、
伝
統
の
食
文
化
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
りり

ま
す
。「
地
産
地
消
」
と
言
わ
れ
る
地
元
産
の
米
や
野
菜
を
積
極

ま
す
。「
地
産
地
消
」
と
言
わ
れ
る
地
元
産
の
米
や
野
菜
を
積
極
的的

に
使
う
取
り
組
み
は
、
近
年
、
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

に
使
う
取
り
組
み
は
、
近
年
、
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。。

今
回
は
学
校
給
食
を
と
お
し
た
地
産
地
消
や
、
食
育
の
取
り

　

今
回
は
学
校
給
食
を
と
お
し
た
地
産
地
消
や
、
食
育
の
取
り
組組

み
を
紹
介
し
ま
す

み
を
紹
介
し
ま
す
。。

�������������������������������������������������������������������������������������������
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食
育
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成

十
八
年
か
ら
五
カ
年
計
画
で
、

食
を
中
心
と
し
た
地
域
や
産
業

の
活
性
化
を
図
り
、
食
文
化
の

多
様
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加

え
、
県
で
は
、
本
年
四
月
か
ら

「
米
飯
学
校
給
食
促
進
事
業
」

を
実
施
し
て
、
給
食
の
主
食
を

パ
ン
か
ら
ご
飯
に
代
え
た
場
合
、

そ
の
差
額
分
を
支
援
し
、
米
の

消
費
拡
大
と
県
内
農
業
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

米
飯
給
食
は
、
パ
ン
に
比
べ
、

お
か
ず
が
一
品
程
度
追
加
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
地
元
産

農
作
物
を
使
っ
た
お
か
ず
を
提

供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
追
加

差
額
分
も
あ
わ
せ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

食
育
と
は
、
食
に
関
す
る
知

識
と
、
食
を
選
択
す
る
力
を
習

得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。
食
育
の
実
践

に
あ
た
っ
て
は
、「
地
産
地
消
」

が
大
き
な
柱
と
さ
れ
、
普
及
の

場
と
し
て
は
、
学
校
給
食
が
、

効
率
的
な
食
育
活
動
や
、
地
域

の
特
性
に
根
ざ
し
た
地
産
地
消

を
進
め
る
う
え
で
、
最
適
な
場

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
産
地
消
は
、
顔
が
見

え
る
比
較
的
狭
い
範
囲
で
、
生

産
す
る
側
と
消
費
す
る
側
が
、

互
い
に
意
識
し
合
う
こ
と
で
、

よ
り
質
の
高
い
商
品
が
地
域
内

で
循
環
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
産
現
場

と
食
卓
を
距
離
的
に
も
、
意
識

的
に
も
密
接
に
結
び
つ
け
、
地

県の米飯学校給食促進事業
●米の消費減少
●米飯給食回数３．５回／週（全国３位）

　
●米飯給食を起点とした、県産農産物の
消費拡大

　
●支援によって米飯給食を３．８回／週に
（全国１位を目指して）
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域
農
業
や
自
然
環
境
な
ど
に
関

心
を
も
つ
子
ど
も
を
育
成
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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現
在
、
小
国
小
学
校
と
沖
庭

小
学
校
で
完
全
給
食
が
実
施
さ

れ
、
週
三
回
の
米
飯
給
食
と
、

週
二
回
の
パ
ン
を
中
心
と
し
た

給
食
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
北
部
小

中
学
校
で
は
、
週
二

回
の
米
飯
給
食
と
、

週
一
回
の
パ
ン
を
中

心
と
し
た
給
食
が
提

供
さ
れ
、
残
り
週
二

回
は
弁
当
持
参
の
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
学
校
給

食
に
お
い
て
、
地
元
産
米
の
消

費
拡
大
と
、
よ
り
品
質
の
高
い

米
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、
平

成
十
四
年
か
ら
七
年
間
に
わ

た
っ
て
、
米
飯
給
食
の
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

町
内
の
農
業
者
や
商
業
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
町
地
産
地

消
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、
学

校
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い
た

「
県
産
二
等
米
」
と
、「
地
元
産

一
等
米
」
と
の
差
額
分
を
支
援

し
、
地
元
産
の
優
良
な
米
を
給

食
に
使
用
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
に
加

え
て
、
本
年
二
学
期
か
ら
は
、

県
の
米
飯
学
校
給
食
促
進
事
業

を
導
入
し
な
が
ら
、
小
国
小
学

校
と
沖
庭
小
学
校
に
お
い
て
、

月
一
回
（
計
六
回
分
）、
米
飯
給

食
を
増
や
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
米
に
加
え
て
、

地
元
産
農
産
物
を
食
材
と
し
た

お
か
ず
も
提
供
さ
れ
、
一
層
地

産
地
消
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

町
内
の
学
校
で
は
、
季
節
に

よ
っ
て
、
山
菜
採
り
や
、
農
業

体
験
な
ど
を
と
お
し
て
植
物
の

成
長
を
観
察
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
も
、
地
元
の
農
作
物
な
ど

に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
活
動

が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
地

元
生
産
者
の
か
た
か
ら
い
た
だ

い
た
農
作
物
を
給
食
に
使
う
だ

け
で
な
く
、
学
習
で
は
、
生
徒

自
身
が
生
産
に
携
わ
り
、
収
穫

し
た
も
の
を
自
分
た
ち
で
消
費

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
と

生
徒
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地

域
の
一
員
と
し
て
の
知
恵
や
知

旬のおいしさ 
伝えたい

小国小学校栄養士

鈴木　涼子さん

　小国は、わらびなどの山菜が有名です。
家庭の食卓に山菜料理が並ぶことも多い
と思いますが、子どもたちに聞くと、家
庭ではあまり食べてないという子どもも
いるようです。
　給食では、小国産の食材や郷土料理を
取り入れながら、この地域の食文化や、
その豊かさ、旬のおいしさなどを伝えて
きたいと思います。そのため、私たち自
身も、もっと郷土料理を学んで、地元の
味を、きちんと伝えられるよう努力して
いきたいと思っています。

１回あたり
米使用量

米の
使用量

米飯給食
実施回数

給食
回数

平成１９年度

２９．０�３，４４９�１１９回２０２回小国小学校

５．８�６６３�１１４回１９６回沖庭小学校

３４．８�４，１１２�２３３回３９８回合　計

２学期以降に月１回増（計６回）本年度

米消費拡大見込み　約３５�×６回増 ＝ ２１０�

町内の米飯給食促進計画
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識
を
養
っ
て
い
く
う
え
で
、
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
産
の
現
場
や
、
生
産
者
が
身

近
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
品
質

や
安
全
へ
の
理
解
な
ど
食
育
と

し
て
も
効
果
的
で
、
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

献
立
づ
く
り
や
、
地
産
地
消

に
関
す
る
食
材
利
用
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
小
国
小
学
校
の

栄
養
士
で
あ
る
鈴
木
涼
子
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

地
元
産
の
食
材
が
給
食
に
な

る
ま
で
の
流
れ
は
、
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
栄
養
士
な
ど
に
よ
っ
て
献

立
が
決
め
ら
れ
る

�
献
立
の
中
か
ら
、
手
配
が

可
能
な
農
作
物
を
さ
が
し
、

納
入
先
に
あ
た
る
。

�
納
入
先
で
は
、
期
日
や
数

量
を
確
認
し
て
、
注
文
数

量
を
確
保

�
給
食
に
使
う
日
の
午
前
中

ま
で
に
届
け
る

�
品
物
の
検
品
を
行
い
、
給

食
づ
く
り
を
開
始

　

平
成
十
五
年
か
ら
小
国
小
学

校
に
地
元
産
の
食
材
を
提
供
し

て
い
る
母
ち
ゃ
ん
市
場
で
、
給

食
用
食
材
を
担
当
し
て
い
る
川

崎
ゆ
り
子
さ
ん
に
、
生
産
者
か

ら
み
た
地
産
地
消
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
、

米
離
れ
、
児
童
の
欠
食
な
ど
は
、

個
人
や
家
庭
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
給
食
以

外
に
も
、
福
祉
や
生
涯
学
習
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
、

食
に
関
す
る
講
座
の
開
設
や
農

業
体
験
、
子
ど
も
や
子
ど
も
を

も
つ
親
を
対
象
と
し
た
体
験
学

習
な
ど
を
展
開
し
て
、
多
く
の

か
た
に
参
加
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ま
ず

は
家
庭
か
ら
、
そ
し
て
学
校
、

地
域
で
の
豊
か
な
食
文
化
を
守

る
た
め
の
食
育
を
進
め
、
次
代

を
担
う
小
国
っ
子
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

自慢の農産物を 
町内の食卓へ　

母ちゃん市場　　　　

川崎ゆり子さん　　

　現在は、学校給食のほか、町内の福祉
施設などでも、広く地元産の商品を利用
していただいています。メニューによっ
ては、一定の規格を満たす必要があるた
め、商品のチェックには気が抜けません。
また欠品などに備えるため、同じ商品で
あっても、なるべく数件の農家から商品
を集めて、納めるようにしています。
　最近では、農家による直売も好評を得
ています。町内のかたがたに利用してい
ただくことで、私たちも一層の励みに
なっています。

町
内
の
保
育
園
や
小
学
校
な
ど
で
も
、
土
に

ふ
れ
る
機
会
が
積
極
的
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
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�

�

�

�

��

��

�
�
�
�

�
�
�
�

六
月 

　

定
例
会
を
開
会

六
月
五
日
〜
十
日

�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
二
十
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
医

療
給
付
に
係
る
国
の
概
算
交
付

額
が
給
付
実
績
を
下
回
っ
た
た

め
、
平
成
二
十
年
度
の
歳
入
を

繰
り
上
げ
て
不
足
額
に
充
て
た

も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
施
設

の
用
地
取
得
費
や
、
雪
害
に
よ

る
飯
豊
山
荘
の
屋
根
修
繕
経
費

な
ど
に
つ
い
て
所
要
額
を
措
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
国
・
沖

庭
小
学
校
の
二
校
で
、
二
学
期

か
ら
米
飯
給
食
の
実
施
回
数
を

増
や
す
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
小

国
小
学
校
に
教
育
相
談
を
行
う

ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
補
正
額
は

二
千
六
百
三
万
三
千
円
の
追
加

と
な
り
、
予
算
総
額
は
、
五
十

二
億
千
六
百
九
十
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
効
率
的
な
除
雪
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
二
・
六
メ
ー

ト
ル
級
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

二
台
を
更
新
取
得
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

白
沼
簡
易
水
道
の
漏
水
箇
所

の
修
理
費
を
追
加
し
た
ほ
か
、

訪
問
看
護
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
追
加
調
整
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

任
期
満
了
に
伴
い
改
選
さ
れ

る
農
業
委
員
会
委
員
に
、
渡
部

洋
子
氏
（
岩
井
沢
）
が
議
会
推

薦
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
玉
川
地
区
全
戸
で
組
織
す

る
小
玉
川
地
区
自
然
教
育
圏
整

備
促
進
協
議
会
が
、
平
成
二
十

年
度
の
県
観
光
物
産
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
マ
タ
ギ
の
伝
統
を

守
り
な
が
ら
誘
客
を
図
っ
て
い

る
同
協
議
会
の
取
り
組
み
が
、

県
の
観
光
振
興
の
面
か
ら
、
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

六
月
十
八
日
か
ら
、
町
主
催

の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改

善
推
進
員
）
養
成
講
座
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
七
人

が
参
加
し
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
調
理
実
習
や
専
門
研
修
な

ど
さ
ら
に
四
回
の
講
習
を
経
て
、

新
た
な
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
誕
生

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	


�
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五
月
三
十
一
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
町
主
催
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

●
基
調
講
演

　

▼
講
師　

山
形
大
学
農
学
部

 

准
教
授　

小
山　

浩
正
氏

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
事
務
局
長

 

河
野　
　

透
氏

　

▼
パ
ネ
ラ
ー

 

東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授

 

田
口　

洋
美
氏

 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　

研
究
所
主
席
研
究
員

 

木
谷
真
由
美
氏

　
　

住
空
間
工
房
代
表

 

早
坂
み
ど
り
氏

　

町
内
外
か
ら
約
百
人
が
参
加

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
基

調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
へ
の
理
解
を
一
層
深
め

る
と
と
も
に
、
町
全
体
を
活
性

化
し
て
い
く
た
め
の
方
策
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
森
と
人
と
の
関
係
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
田
口

洋
美
氏
が
、

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
新
た
な
町

の
資
源
と
し
て
活
か
す
に
は
、

現
在
の
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地

域
の
み
ん
な
が
関
わ
り
合
っ
て

い
く
た
め
の
仕
組
み
が
大
切
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
野
透
氏
は
、

「
小
国
方
式
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
を
創
造
し
、
誇
り
あ
る
幸

福
人
口
の
定
住
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
今
後
へ
の
期
待

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

� ����������������������

� ����������������������

　里山の荒廃が問題視さ
れてきているが、セラピー
や観光の面などから、森
林には、新しい活用の可
能性が見出されている。
　森を理解し、楽しむに
は、その植生を理解する
ことが大切。その意識を
もって森を歩くことで、
目に映っても見えていな
かったことが再発見でき
る。例えば、虫食い穴の
ない朴の葉は約６％しか
なく、葉脈が出っ張った
ブナも珍しい。こういっ
た自然のおもしろさや、
数年に１度しか味わえな
いブナの実の希少性に着
目するなど、生命の循環
を身近に感じながら、森
林を活かす新しい活動を
展開し、発信していける
のではないだろうか。

�������	
���　��������	�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

六
月
七
日
、
旧
小
玉
川
小
中

学
校
を
会
場
に
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
伊
藤
良
一
会
長
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
森

の
案
内
人
を
務
め
る
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
知

識
の
共
有
や
、
案
内
技
能
の
向

上
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
十
三
人
の
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
が
参
加
し
、
癒
し
体
操
や

案
内
方
法
の
研
修
を
行
い
、
そ

の
後
は
、
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の

清
掃
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

基調講演（要旨抜粋）

ブナの知られざる生き様と 
その楽しみ方の提案

山形大学農学部准教授 

小山　浩正  氏
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�
�
�
�
�
�
�
	
�

■
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
２
戸

▼
対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に

よ
り
決
定

■
勤
労
者
住
宅
小
坂
町
団
地

２
Ｋ
１
戸

▼
対
象　

町
内
で
働
く
か
た

▼
家
賃　

三
万
三
千
円

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

７
月
９
日
�

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
募
集
内
容

　

�
消
防
職
１
人

　

�
お
き
た
ま
荘
職
員
１
人

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月

５５

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
卒

以
上
の
学
歴
を
有
す
る
か
た

　
（
�
は
西
置
賜
在
住
の
み
）

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募  
集

■
職
種
及
び
人
員

�
初
級
行
政
職�

若
干
名

�
初
級
土
木
職
（
技
師
）

�

若
干
名

�
薬
剤
師�

１
名

�
看
護
師�

若
干
名

�
技
能
労
務
職
（
運
転
手
）

�

１
名

■
受
験
資
格

▼
�
�
は
、
昭
和　

年
４
月
２

５６

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
か
た
（
平
成　

年
３
月

２１

卒
業
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）

▼
�
�
は
、
昭
和　

年
４
月
２

５３

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

看
護
師
、
薬
剤
師
の
資
格
を

有
す
る
か
た
（
平
成　

年
３

２１

月
ま
で
当
該
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）

▼
�
は
、
昭
和　

年
４
月
２
日

４４

か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

５４

で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
普

通
自
動
車
免
許
、
大
型
自
動

車
免
許
を
有
し
、
整
備
管
理

者
（
自
家
用
大
型
ト
ラ
ッ
ク

８
ｔ
以
上
）
の
資
格
要
件
を

満
た
す
か
た

※
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
か
た
及
び
地
方
公
務
員

法
第　

条
に
該
当
す
る
か
た

１６

な
ど
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
書
の
受
付
期
間

　

７
月
７
日
�
〜
８
月　

日
�

１３

■
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５

３０

時
ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
毎
日
）
総
務
企
画
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

■
試
験
日　

９
月　

日
�

２１

■
試
験
場
所　

長
井
南
中
学
校

■
試
験
内
容

▼
�
�
�
は
、
高
卒
程
度
一
般

教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検

査
、
作
文
試
験

▼
�
は
、
高
卒
程
度
一
般
教
養

試
験
、
職
場
適
応
性
検
査
、

作
文
試
験
、
土
木
専
門
試
験

▼
�
は
、
看
護
師
専
門
試
験
、

職
場
適
応
性
検
査
、
作
文
試

験
、
看
護
師
適
性
検
査

■
申
込
書
の
請
求
方
法

　

申
込
書
は
、
総
務
企
画
課
と

町
民
課
窓
口
に
用
意
し
て
い

ま
す
。（
８
月　

日
ま
で
の
間
、

１３

毎
日
午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
５
時
ま
で
）　

　

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
日
は
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
も
交
付
し
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
申

込
書
」
と
朱
書
き
の
う
え
、

三
百
三
十
円
切
手
を
貼
っ
た

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
２
）
を
同
封
し
て
、
総

務
企
画
課
法
務
行
政
担
当
あ

て
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

小
国
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成　

年
度

２１
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■
募
集
期
間

　

８
月
１
日
�
〜
８
月　

日
�

１５

■
試

験

日　

９
月　

日
�

２１

■
試
験
場
所　

長
井
南
中
学
校

■
受
験
方
法　

所
定
の
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

消
防
署
小
国
分
署

（
�　

―
２
１
５
４
）
へ

６２

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
期　

間　

７
月
５
日
�
〜

　
　
　
　
　

８
月　

日
�

２４

■
時　

間　

９
時
〜　

時　

分
、

１１

３０

　
　
　
　
　

１
時
〜
４
時　

分
３０

■
使
用
料　

無
料

■
問
合
先　

総
合
セ
ン
タ
ー
へ

�
�
�
�
�
�

■
日
時
と
コ
ー
ス

　

�
７
月　

日
�　

梅
花
皮
荘

３１

　

�　

月　

日
�　

り
ふ
れ

１０

２１

※
い
ず
れ
も
、
午
前　

時
〜
午

１０

後
３
時　

分
ま
で

３０

■
対　

象　

要
介
護
１
〜
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
を

在
宅
介
護
し
て
い
る
家
族

■
参
加
料　

千
円

■
定　

員　

各
コ
ー
ス　

人
３０

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

２５

■
申
込
先　

健
康
福
祉
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
	
�

■
日　

時　

７
月　

日
�

１３

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

学
生
や
そ
の
父
兄

■
問
合
先　

自
衛
隊
米
沢
地
域

事
務
所
（
�
０
２
３
８
―　
２３

―
０
０
１
１
）
へ

�
��

�
�
�
�
	


�
�

��

■
日　

時　

７
月　

日
�

２９

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

猟
銃
、
空
気
銃
を

持
っ
て
い
る
か
た

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

２８

■
持
参
す
る
も
の

　

顔
写
真
１
枚
、
山
形
県
証
紙

　
（
三
千
円
）、
印
鑑

■
申
込
先　

小
国
警
察
署
（
�

　

―
０
１
１
０
）
へ

６２
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

８
月
３
日
�

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

■
場　

所　

ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ

■
対　

象　

新
た
に
狩
猟
免
許

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
か
た

■
受
講
料　

七
千
円

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

２９

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

山
形
県
猟
友
会

（
�
０
２
３
―
６
２
４
―
０
３

８
２
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

■
日　

時　

７
月　

日
�

１９

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■
場　

所　

温
身
平
ほ
か

■
内　

容　

散
策
、
温
泉
浴
・

健
康
食
体
験
、
講
話
な
ど

■
定　

員　
　

人
２０

■
参
加
料　

二
千
五
百
円

（
昼
食
、
入
浴
料
等
込
み
）

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

１０

■
申
込
先　

産
業
振
興
課
へ

�
�
�
�
�
�
�

■
開
催
日
と
内
容　

　

７
月　

日
�
心
の
健
康　

１７

　

９
月　

日
�　

ミ
リ
映
写
会

２５

１６

　
　

月　

日
�
健
康
講
話

１０

２３

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

（
受
付
９
時　

分
〜
）

３０

■
場　

所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

（
�　

―
２
８
２
５
）
へ

６２

�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

７
月　

日
�

２１

　

�
午
前
コ
ー
ス　
　

時
〜

１０

　

�
午
後
コ
ー
ス　

２
時
〜

■
場　

所　

役
場
駐
車
場
集
合

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

１１

■
定　

員　

各　

人
４０

■
申
込
先　

横
川
ダ
ム
管
理
支

所
（
�　

―
２
３
６
３
）
へ

６５

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

ご
案
内

催  
し



12

勤務時間求人数職　　種事 業 所 名
８：００～１７：００７人砂利プラント運転士ほか� � � � � �

８：００～１７：００２人測量助手� � � � � � � 	 
 �

８：００～１７：００３人型枠大工ほか� � � � �

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）� � � � �

８：００～１６：４５ほか５人配送及び給油所業務�������	
���

８：５０～１７：３０１人薬剤師� � �

７：００～１６：４５ほか２人グループホーム介護員� � � � � � � 	 �

８：１５～１７：１５ほか４人機能金属材料の製造及び附帯する業務�������	
����

８：００～１７：００４人土木施工管理技士（見習い可）ほか� � � � �

７：３０～１７：００ほか２人スタンド給油・配達業務ほか� � � � � � �

８：００～１７：００２人土木施工管理技士� � � � � �

８：００～１７：３０ほか２人ホールスタッフ��������	
��	���

８：３０～１７：３０２人営業・販売・整備工��������	
�

８：００～１７：００４人土木施工管理技士ほか� � � � �

８：００～１７：００１人土木施工管理技士� � � � �

８：３０～１７：３０１人電気部品製造� � � � � � � 	 
 �

８：３０～１７：３０１１人研究員ほか�������	
���

８：４５～１８：００１人レジ係� � � � � � �

９：００～１８：００３人社内システムの設計、開発ほか�������	
��

８：３０～１７：００１人電気系生産技術� � � � � � � 	 �

８：３０～１６：４０ほか２人半導体製造、装置製造�������	
�����

９：００～１６：００１人たばこ営業活動の補助�������	
���

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手� � � � �

１７：００～２１：００ほか１人居酒屋での接客� � � � � � �

９：００～１４：００１人ホール・接客� � � � �

９：００～１５：００ほか１人販売員� � � �

８：３０～１７：１５５人プール監視業務� � � � �

　左の表は６月１５日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（�８４―８６０９）へ

� � �� � � ��

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替日前日まで、
指定口座に入金してください。
●７月２８日�　水道料
●７月３１日�　後期高齢者保
険料１期、国民健康保険税
１期、固定資産税２期、介護
保険料、下水道料・簡易水道
料、住宅使用料、保育料など
■問合先　税務出納課へ

�����

������ 東野　圭吾
�������	
� Ｊａｍａｉｓ Ｊａｍａｉｓ
�������� 松本　理恵
��������	
��
�

� オレンジページ
�������	� 群　ようこ
���������	�
�

 柴田よしき
�������	� 門田　隆将
�������� 畠中　　恵
�������	
��

� 浜田廣介・作　いもとようこ・絵
�������	
����

� ミランダ・ジョーンズ

����　毎週月曜日

�������	
���������	
��

今月の納税

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

程　

７
月
８
日
、　

日
、

１５

　

日
子
育
て
講
座「
救
急
法
」、

２２
　

日
、
８
月
５
日

２９
■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日
程
と
場
所

　

７
月
３
日
、　

日　
１７

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

７
月　

日
、　

日

１０

２４

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
	
�

■
日　

時　

７
月　

日
�

１２

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

■
内　

容　

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み

　
　
　
　

取
り
な
ど

■
申
込
期
限　

７
月　

日
�

１０

■
問
合
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm
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町
政
を
委
ね
る
人
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず

に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
告
示
日　

７
月　

日
�

２４

●
投
票
日　

７
月　

日
�

２９

�
�
�
�
�
�
�
�

　

投
票
日
当
日
で
満　

歳
以
上

２０

の
か
た
（
昭
和　

年
７
月　

日

６３

３０

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
、

平
成　

年
４
月　

日
以
前
か
ら

２０

２３

小
国
町
に
住
所
を
有
す
る
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
や
レ

ジ
ャ
ー
で
不
在
に
な
る
か
た
は
、

「
投
票
日
前
で
も
期
日
前
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
印
鑑
は
不
要
で

す
の
で
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
投
票
く
だ
さ
い
。

【
役
場
会
場
】

▼
期
間　

７
月　

日
�
〜

２５

　
　
　
　

７
月　

日
�

２８

▼
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

　
　
　
　

午
後
８
時

▼
場
所　

３
階
庁
議
室

【
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
会
場
】

▼
期
日　

７
月　

日
�

２５

▼
時
間　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
後
４
時

▼
場
所　

風
の
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
か
た
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
か
た
は
、「
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
」
や
「
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
代
理

記
載
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

郵
便
に
よ
る
投
票
を
さ
れ
る

際
は
、
事
前
に
郵
便
当
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
指
定
さ
れ
た
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
入
院
又
は

入
所
し
て
い
る
か
た
は
、
そ
の

施
設
で
申
し
出
に
よ
っ
て
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
次
の
施
設
が
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
投
票
日

は
各
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に
問

い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
町
立
病
院

・
介
護
老
人
保
健
施
設

　
「
温
身
の
郷
」

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

さ
い
わ
い
荘

�
�
�
�
�
�

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
次
の　

カ
所
の
投
票
所
は
、

１４

午
後
７
時
ま
で
で
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
第
５
投
票
所　

宮
の
森
会
館

・
第
６
投
票
所　

大
滝
公
民
館

・
第
７
投
票
所　

松
岡
農
事
集
会
所

・
第
８
投
票
所　

伊
佐
領
小
学
校

・
第
９
投
票
所　

沖
庭
小
学
校

・
第　

投
票
所　

今
市
活
性
化

１０

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

・
第　

投
票
所　

あ
さ
ひ
保
育
園

１１

・
第　

投
票
所　

北
部
小
学
校

１２

・
第　

投
票
所　

五
味
沢
活
性
化

１３

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

・
第　

投
票
所　

玉
川
高
齢
者
コ
ミ
ュ

１４

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
第　

投
票
所　

足
中
克
雪
管
理

１５

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

・
第　

投
票
所　

小
玉
川
小
学
校

１６

・
第　

投
票
所　

叶
水
保
育
園

１７

・
第　

投
票
所　

白
沼
小
学
校

１８

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午

後
９
時
か
ら
、
町
民
体
育
館
で

行
い
ま
す
。
参
観
に
来
ら
れ
る

か
た
は
、
会
場
の
秩
序
維
持
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
�　

―
２
１
１

６２

１
）
へ

小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８

小
国
町
長
選

小
国
町
長
選
挙挙

７
月
７
月　

日日 　
２９２９

（火）（火）
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm
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町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
む

け
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
室
温

設
定
や
軽
装
な
ど
に
、
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

６
月　

日
�
〜

１６

　
　
　
　
　
　

８
月　

日
�

２９

■
実
施
内
容

・
冷
房
温
度
の　

℃
設
定

２８

・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
な
ど
軽
装
の
奨
励

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

県
で
は
、「
も
っ
た
い
な
い
、
や
ま

が
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
参
加
家
庭
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
カ

月
間
の
二
酸
化
炭
素
削
減
量
を
報
告

す
る
と
、
抽
選
で
賞
品
が
あ
た
る
も

の
で
す
。
参
加
希
望
の
か
た
は
、
応

募
用
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

　国民健康保険及び後期高齢
者医療に該当するかたは、入
院費用が軽減される制度があ
ります。
　軽減されるには「限度額適
用証及び減額認定証」が必要
となりますが、この有効期限
は、毎年７月末日です。更新
する場合や、新たに入院する
場合は、入院前に申請してく
ださい。（７０歳以上のかたは、
住民税非課税のかたのみが対
象です。）
■申請に必要なもの　保険証、
印鑑、現在お持ちの認定証
■問合先　町民課へ

保健カレンダー 
場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理
センター
※持ち物
母子健康
手帳

平成２０年４月
１３：００～１３：１５

８／２９
４ヵ月児健診

平成１９年８月１歳児健診
平成１７年１２月～１８年２月

８／２７

２歳児歯科健診

平成１７年６月～８月
平成１８年７月～９月１４：００～１５：００フッ素塗布

■問合先　健康福祉課へ

　７５歳以上（６５歳以上の方で障害認定を受
けたかたを含む）のかたで、月ごとの医療
費が高額療養費に該当した場合、高額療養
費支給申請のお知らせハガキが届く場合が
あります。ハガキが届いたかたは、町民課
で手続きをしてください。（申請済みの場合、
ハガキが届かなくても高額療養費が支給さ
れます。）
■申請に必要なもの　お知らせハガキ、被
保険者証（ピンク色の保険証）、印鑑、金
融機関の口座番号が確認できるもの（ゆ
うちょ銀行以外）
※なお、代理人口座に振り込む場合は、本
人・代理人それぞれの印鑑と代理人の金
融機関の口座番号が確認できるもの（ゆ
うちょ銀行以外）が必要です。
■問合先　町民課へ

ご存じですか？
入院費用の軽減措置

�������	�
���

高額医療費の申請を忘れず高額医療費の申請を忘れずにに高額医療費の申請を忘れず高額医療費の申請を忘れずにに
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８

�� ��

■対　象
　　平成１９年に所得が減り、所得税が課税
されなかったかた
■還付内容と申告方法
　　税源移譲により、所得税率の変更によ
る税負担の軽減の影響は受けず、住民税
の変更による税負担の増加の影響のみを
受けたかたについては、�������	
��������	
�������

�������	
��������

�������

　　所得変動に係る経過措置による住民税
の還付を受けるためには、税務出納課で
の申告が必要となります。
　　�������	�
����
�
�������	
�������

■申告期限　７月３１日�
※申告後、審査等を行うため結果通知まで
に時間がかかる場合がありますので、ご
了承ください。
※年末調整をされていないかたで、所得税
の確定申告や町県民税の申告をしていな
いかたは、所得税または町県民税の申告
書を提出し、所得を確定したうえで判定
します。
■問合先　税務出納課へ

■期　日　８月１４日�～２１日�
■稽古場　コバレントマテリアル�
　　　　　小国事業所内の相撲場
■問合先　小国合宿実行委員会事務局
　　　　　（産業振興課内�６２－２４１６）へ

�������	
���

今年も揺れる！

平成１９年度の住民税平成１９年度の住民税がが
還付される場合がありま還付される場合がありますす

税源移譲により

����

■日　時　７月１６日�
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

����

■日　時　７月２５日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対象者　町人権擁護委員
■問合先　町民課へ

������

　法律上の悩み事を抱えている
高齢者のかたを対象に無料相談
を行います。
■日　時　７月１５日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　老人福祉センター
■問合先　社会福祉協議会
　　　　　（�６２－２８２５）へ

��������

　労災年金についての疑問や、
悩み、法律上の問題などについ
て無料相談を行います。
■日　時　７月２３日�　　　　    
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　�労災年金福祉協会    
　　　　　職員
■問合先　�労災年金福祉協会
山形労災年金相談所（�０２３－
６２４－５３８４）へ
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誕生おめでとうございます。 

こ う わ  

田 沢 頭  荒　木　幸　羽 
陽　介 
阿沙美 （ 

りんたろう 

小 国 町  佐　藤　凛太郎 
智　仁 
麻　里 （ 

こう 

中 島  山　口　　晄 
真　一 
信　子 （ 

み 　 ゆ  

沼 沢  二　馬　実　祐 
政　弘 
裕貴子 （ 

か れ ん  

緑 町  長　岡　花　恋 
博　之 
亜　希 （ 

人  口　男 … 4,593人（－1） 
女 … 4,825人（＋4） 
計 … 9,418人（＋3） 

世帯数 　　3,267世帯（＋9） 
平成20年5月31日 

おくやみ申し上げます。 

幸 町  
大 滝  
越 中 里  
栄 町  
松 岡  
緑 町  
石 滝  
小 渡  
緑 町  
中 田 山 崎  
栄 町  

(81) 
(88) 
(85) 
(64) 
(77) 
(83) 
(79) 
(90) 
(87) 
(86) 
(62)

佐　藤　と　も 
塚　原　松　彌 
木　村　ヨシノ 
奥　村　ヨシ子 
後　藤　フサ子 
大久保　幸太郎 
戸　田　い　は 
　今　　繁　雄 
佐　藤　四　郎 
佐　藤　武　雄 
奥　村　達　夫 

人口のうごき 

真 室 川 町  
叶 水  

平　泉　勝　也 
紺　野　陽　子 （ 

叶 水  
伊 佐 領  

須　貝　公　一
前　田　美　香 （ 

町 原  
山 形 市  

小 山 和 憲  
　　橋　早希子 （ 

東 原  
山 形 市  

佐　藤　　弘　 
渡　辺　ひろ子 （ 

結婚おめでとうございます。 

小 国 町  
小 国 町  

　　津　　健　 
中　村　美　弥 （ 

　今回は、コバレントマシナリ�の「製
造課」を訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ③ ③ 

　コバレントマシナリ�では、コバレ
ントグループ各社の機械や設備の設
計・製作、修繕などを行っています。
　今年の春に入社し、鉄工部門に配属
されている安部拓哉さんは、「機械など
が好きでこの仕事に就きました。先輩
のように精度の高い仕事を目指してい
ます。重いものや、危険なものが多い
職場なので、まずは安全を心がけてい
ます」と話してくれました。
　安部さんの上司は、「精密機械の組み
立てや修繕から、鍛冶屋のような仕事、
配管や板金、営繕、電気の修理まで、
業務は多岐にわたります。熟練の技を
持った職人が集まる技能集団のような
会社です」と話していました。

�������	
���

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
溶
接
部
分
の
酸
化

被
膜
を
取
り
除
く
安
部
拓
哉
さ
ん

　

先
日
、
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
置
賜
地
区
統
計
調

査
員
連
絡
協
議
会
の
研
修
会

を
取
材
し
ま
し
た
。
研
修
で

は
、
今
善
一
氏
（
舟
渡
）
を

講
師
に
迎
え
て
、
食
の
変
遷

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
今
氏
は
、「
自
給
自
足
の

時
代
は
、
食
と
農
は
一
体
だ
っ
た
。

今
は
、
別
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今

月
の
特
集
で
、
食
や
地
産
地
消
を
取

り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。「
昔
は
食
べ
る

た
め
に
働
い
て
い
た
が
、
今
は
働
く

た
め
に
食
べ
て
い
る
」
と
い
う
今
氏

の
言
葉
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
�

（
片
桐
）
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